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帰省土産やお中元に、
川崎生まれの〝おいしい物〟を

選びませんか。
注文方法などの詳細は各店に

問い合わせてください。問い合わせてください。

かわさき
夏のギフト

三代目女将 徳植由美子さん

代表取締役社長
中村雅一さん

代表 瀧永聡さん

井上國夫さん

　プチトマトを白あんで包んだ大福
です。白あんの甘みとプチトマトの
酸味がマッチング。農薬をほとんど
使っていない、しんぼりファーム（幸
区）の採れたてプチトマトを使用。
黄色はフルーティーな〝イエローミ
ミ〟、赤は濃厚な〝千果（ちか）〟。ど
ちらが出るかは食べてみてのお楽し
み。消費期限は購入当日。

　「勝利を願う！おむすび海苔」は、ツヤ、色、
風味が、おむすびに適した、兵庫県産の一番
海苔を使用。巻いた時にバリっと食べられる
よう焼き上げています。「特撰わさび味付海
苔」は、口溶けの良い、佐賀の一番海苔を使用
しています。

　国産無農薬米とフルーツで作った、珍しいノン
アルコールサングリア。リンゴベースの白と、コン
コードブドウなど３種のブドウをベースにしたロ
ゼ。爽やかな甘酸っぱさの中に、わずかな塩味
がアクセント。高齢者、妊婦さんでも安心して飲
めます。

　１本のつるから１個しか生
産しないアールス系マスクメ
ロン。昭和 53 年にメロン作
りを始めました。固定ファン
も多く、毎年完売しています。
※数に限りあり

　35 種のスパイスをブレ
ンドした芳じゅんで味わい
深い特製カレーソースに、
国産牛肉をぜいたくに使用
した高級ビーフカレーです。
食べ応えも充分。「かわさき
名産品 2021－2023」に
も認定されています。賞味
期限は製造日より２年間。
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200円
※箱代は別途

２９７０円 ※送料、箱代は別途

よりおいしい物を提供で
きるよう頑張っています

今年の出来も

例年通り順調です

レトルトとは

思えない
クオリティー!!

　 幸区南幸町１の１
　 午前８時～午後８時
　 火曜
　 ０４４（５２２）２７２１Tel
休

住

　 宮前区南野川１の１の１２     　 午前１０時～午後５時
　 宮前メロンがある限り無休  　  ０９０（２６６９）３０３２Tel休
住

　 中原区下小田中１の３の２０
　 午前１１時３０分～午後２時３０分
　 午後６時～１１時
　 木曜
　 ０４４（７４０）６８６１Tel
休

住

　 川崎区大川町１０の６
　 午前9時～午後５時
　 水・日曜、祝日
　 ０４４（３２２）２９４１Tel
休

住

　 幸区小向西町３の６９の１
　 午前１０時～午後５時
　 日曜、祝日
　 ０４４（５５６）４１７１Tel
休

住

　プチトマトを白あんで包んだ大福

２Ｌ２３００円（約１.９kg）・３Ｌ２６００円（約２.１kg）
４Ｌ２９００円（約２.３kg）　　※送料、送り箱代は別途

５５０円 ※贈答用の箱、送料は別途

お酒の
おつまみにも

合うと好評です！

赤が出るか黄が出るか、
ワクワク感も楽しんで!!

※ふるさと納税の返礼品として
　川崎市から認定されています

社員
佐藤孝男さん

勝 利 １５６６円（半裁40枚）
わさび １７８２円（八切80枚）
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東
京
新
聞
は
「
発
掘
さ
れ
た
日

本
列
島
２
０
２
２
」
を
７
月
18
日

（
月
・
祝
）
ま
で
、
埼
玉
県
立
歴

史
と
民
俗
の
博
物
館
（
東
武
ア
ー

バ
ン
パ
ー
ク
ラ
イ
ン
＝
野
田
線
＝

大
宮
公
園
駅
徒
歩
５
分
）
で
開
催

し
て
い
ま
す
。

　
日
本
に
は
47
万
カ
所
以
上
の
遺

跡
が
あ
り
、
毎
年
８
０
０
０
件
の

「
発
掘
さ
れ
た
日
本
列
島
２
０
２
２
」

　
　
　
　

抽
選
で
10
組
20
人
を
招
待

「和歌山市大谷山 22 号墳　
盾持人埴輪」＝和歌山市蔵

発
掘
調
査
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

調
査
の
成
果
を
披
露
す
る
同
展
は

１
９
９
５
年
度
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。

　

今
年
は
成
果
が
ま
と
ま
っ
た
注

目
の
14
遺
跡
か
ら
約
３
８
０
点
を

展
示
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
長
野

県
富
士
見
町
、
京
都
市
、
和
歌
山

県
の
３
つ
の
自
治
体
を
取
り
上
げ

各
地
域
の
歴
史
の
魅
力
も
紹
介
。

　
さ
ら
に
特
集
と
し
て
「
お
う
ち

で
学
び
・
楽
し
む
埋
蔵
文
化
財
」

の
パ
ネ
ル
展
示
も
実
施
し
て
い
ま

す
。

　
同
展
に
抽
選
で
10
組
20
人
を
招

待
し
ま
す
。
応
募
は
右
記
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
か
ら
。

プレゼント

                     

                     

　
も
う
す
ぐ
待
ち
に
待
っ
た
「
ミ

ュ
ー
ザ
の
日
」。
メ
イ
ン
イ
ベ
ン

ト
は
午
後
２
時
か
ら
の
「
ウ
ェ
ル

カ
ム
・
コ
ン
サ
ー
ト
」
で
す
。

　
初
め
て
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
聴
く

人
で
も
楽
し
め
る
解
説
付
き
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
、
ホ
ー
ル
を
音
楽
室

に
見
立
て
、〝
授
業
〞
を
展
開
し

て
い
き
ま
す
。

　
今
年
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
作
曲

家
、
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
の
作
品
が
テ

ー
マ
。
交
響
詩
「
海
」
な
ど
を
聴

き
な
が
ら
、「
交
響
詩
っ
て
何
だ

ろ
う
？
」「
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
っ
て

ど
ん
な
人
？
」
な
ど
、
作
品
の
背

景
や
音
楽
の
魅
力
を
解
き
明
か
し

て
い
き
ま
す
。

　
チ
ケ
ッ
ト
は
大
人
２
０
０
０

円
、
65
歳
以
上
１
５
０
０
円
、
４

歳
〜
中
学
生
５
０
０
円
。
全
席
指

定
。
当
日
券
あ
り
。

　
そ
の
ほ
か
、
缶
バ
ッ
ジ
づ
く
り

体
験
や
キ
ッ
ク
タ
ー
ゲ
ッ
ト
、
ト

レ
イ
ン
フ
ェ
ス
タ
、
ク
イ
ズ
ラ
リ

ー
な
ど
無
料
で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン

ト
も
多
数
あ
り
ま
す
。

ミューザ川崎シンフォニーホール
☎ 044（５２０）０２００
（午前10時～午後６時）

7 月 1 日（金）は コンサート、イベント楽しもう

「ウェルカム・コンサート」
音楽の〝授業〟を
生のオーケストラで

オーケストラの演奏とともに楽しい授業を展開（昨年の様子）

                     

　「
人
形
工
房
は
や
し
や
」
は
、

今
年
も
９
月
中
旬
ま
で
の
夏
季
限

定
で
「
け
ず
り
氷
（
ひ
）
は
や
し

や
」
を
営
業
し
て
い
ま
す
。

　「
枕
草
子
」
に
登
場
し
、
平
安

貴
族
の
高
級
ス
イ
ー
ツ
だ
っ
た
か

き
氷
を
、
和
の
雰
囲
気
の
中
で
味

わ
っ
て
も
ら
お
う
と
い
う
も
の
。

人
形
が
並
ぶ
店
内
に
飲
食
ス
ペ
ー

ス
を
設
置
し
、
８
種
類
の
味
を
提

夏
季
限
定 

自
家
製
純
氷
ふ
わ
ふ
わ
か
き
氷

け
ず
り
氷（
ひ
）は
や
し
や
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「抹茶ミルク」
（900 円、小 700 円）

供
し
て
い
ま
す
。

　
シ
ロ
ッ
プ
は
全
て
自
家
製
。
果

物
ベ
ー
ス
の
シ
ロ
ッ
プ
は
果
汁
と

果
肉
を
ぜ
い
た
く
に
使
用
し
て
い

ま
す
。
抹
茶
は
同
店
の
か
き
氷
用

に
選
び
抜
い
た
も
の
を
毎
朝
た
て

て
い
る
ほ
ど
の
こ
だ
わ
り
。
氷
は

透
明
度
が
高
く
硬
い〝
純
氷
〟を
使

い
、
ふ
わ
ふ
わ
な
食
感
を
出
す
た

め
削
り
器
で
カ
ン
ナ
で
削
っ
た
よ

う
な
極
薄
に
削
り
ま
す
。
シ
ロ
ッ

プ
の
味
と
淡
雪
の
よ
う
な
口
溶
け

が
楽
し
め
ま
す
。
電
話
予
約
可
。

川
崎
区
新
川
通
３
の
10

　 

０
４
４(
２
２
２)

４
８
３
５

　 

午
前
11
時
〜
午
後
６
時

　     　　　　　　　

水
曜
　

グルメ

Tel休

                     

　
４
５
０
年
以
上
の
歴
史
を
誇

る
、
横
浜
市
鶴
見
区
の
「
潮
田
山

光こ
う

永え
い

寺じ

」（
同
区
汐
入
町
）
で
は
、

多
様
化
す
る
お
墓
へ
の
ニ
ー
ズ
に

合
わ
せ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
供
養
の

形
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
新
規
区
画
と
し
て
案
内

し
て
い
る
の
が
「
ひ
か
り
聖
苑 

樹
木
葬 

光
華
廟
（
こ
う
か
び
ょ

う
）」。
家
族
ご
と
に
専
用
区
画
が

あ
り
、
個
別
の
墓
石
を
設
け
る
こ

と
が
で
き
る
、
シ
ン
プ
ル
で
ス
マ

ー
ト
な
お
墓
で
す
。

　
一
般
的
な
お
墓
に
比
べ
て
費
用

が
安
く
抑
え
ら
れ
、
１
区
画
あ
た

り
の
使
用
料
は

万
円
か
ら
（
年

間
管
理
費
１
万
円
）。
角
度
を
つ

け
た
デ
ザ
イ
ン
の
墓
石
に
は
一
輪

挿
し
を
飾
る
た
め
の
穴
も
。
最
大

４
人
ま
で
納
骨
可
能
で
、
家
族
を

は
じ
め
、
兄
弟
姉
妹
、
友
人
同
士

な
ど
使
い
方
は
自
由
で
す
。

　
川
崎
駅
前
か
ら
臨
港
バ
ス
「
入

船
橋
循
環
行
き
」
に
乗
り
、
バ
ス

停
「
入
船
橋
」
で
降
車
し
徒
歩
約

５
分
と
ア
ク
セ
ス
良
好
。
生
前
予

約
可
能
で
、
過
去
の
宗
旨
・
宗
派

は
問
い
ま
せ
ん
。
駐
車
場
完
備
。

シンプルでスマートな樹木葬
川崎駅からのアクセス良好
家族ごとに個別の墓石も
潮田山光永寺「ひかり聖苑」

　 

０
８
０
（
４
６
３
１
）
５
９
０
０

販
売
代
行
・
管
理
「
石
の
水
口
」

担
当
の
門
倉
侑
美
さ
ん

　 

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

Tel

暮らし

光永寺本堂

家族ごとの専用区画に個別の墓石
が並ぶ「ひかり聖苑 光華廟」

                                          



                     

                     

                     

　
川
崎
マ
リ
ー
ン
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ
は
５
月
27
日
、
児
童
養
護
施

設
「
す
ま
い
る
」（
川
崎
区
浜
町
）

に
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
観
劇
チ

ケ
ッ
ト
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
会
員
の
一
人
が
経
営
す
る
会
社

と
近
い
と
い
う
縁
で
、
２
年
前
か

ら
同
施
設
と
交
流
を
し
て
い
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
に
〝
体
験
〟
を

提
供
で
き
な
い
か
と
、
こ
れ
ま
で

ク
リ
ス
マ
ス
映
画
上
映
会
や
キ
ッ

児
童
養
護
施
設
に
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
チ
ケ
ッ
ト

を
贈
呈
　
川
崎
マ
リ
ー
ン
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

子どもたちと交流も

チ
ン
カ
ー
の
配
車
な
ど
の
取
り
組

み
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
こ
と

も
企
画
し
て
い
ま
し
た
が
、
コ
ロ

ナ
下
の
た
め
延
期
に
。
２
年
越
し

で
の
実
現
と
な
り
ま
し
た
。

　
贈
呈
式
で
は
林
伸
彦
会
長
が

「
物
よ
り
思
い
出
。
子
ど
も
た
ち

の
心
に
残
る
も
の
と
し
て
選
ん

だ
」
と
コ
メ
ン
ト
。
小
川
暁
美
施

設
長
は
「
い
つ
か
体
験
さ
せ
て
あ

げ
た
か
っ
た
。
き
っ
と
子
ど
も
た

ち
も
喜
ぶ
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
入
所
し
て
い
る
３
歳
か
ら
18
歳

ま
で
34
人
と
職
員
の
分
、
40
枚
の

劇
団
四
季「
ア
ラ
ジ
ン
」の
チ
ケ
ッ

ト
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。

ニュース

                     

　「
死
後
事
務
委
任
」
は
自
分
が

い
な
く
な
っ
た
後
、
諸
々
の
手
続

き
を
代
行
し
て
も
ら
う
こ
と
で

す
。
特
に
、
相
続
人
が
い
な
い
場

合
は
、
死
後
事
務
委
任
の
契
約
を

専
門
家
に
依
頼
し
て
お
く
と
、
も

し
も
の
場
合
も
事
務
処
理
が
ス

ム
ー
ズ
に
な
り
ま
す
。「
島
崎
行

政
書
士
事
務
所
」（
川
崎
区
）
で

も
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　
依
頼
し
て
お
く
べ
き
理
由
の

相
続
人
の
い
な
い
人
は 「
死
後
事
務
委
任
」の

契
約
を
　
　
　
　
　
島
崎
行
政
書
士
事
務
所

行政書士の島崎翔太さん

一
つ
は
、
相
続
登
記
の
義
務
化

に
関
す
る
法
律
が
可
決
成
立
し
、

２
０
２
４
年
ま
で
に
施
行
予
定
だ

か
ら
で
す
。
例
え
ば
持
ち
家
が
あ

る
相
続
人
の
い
な
い
人
の
場
合
、

自
分
の
死
後
、
相
続
人
で
な
い
と

廃
屋
を
売
る
こ
と
も
壊
す
こ
と
も

で
き
ず
、
行
政
も
手
出
し
が
で
き

ま
せ
ん
。
委
任
に
よ
り
、
事
務
手

続
き
を
し
て
も
ら
え
ま
す
。

　
同
事
務
所
で
は
相
談
無
料
。
他

士
業
と
も
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
お

り
、
全
て
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
行
え

ま
す
。
外
国
籍
の
人
の
相
談
に
も

対
応
。
川
崎
市
内
は
無
料
出
張
。

川
崎
区
四
谷
上
町
16
の
21

　 

０
４
４(

２
７
７)

３
０
０
７

暮らし

Tel

                     

ジュニアベンチャー
参加者募集締め切り迫る

　
川
崎
市
は
、
世
界
で
活
躍
で
き

る
人
材
育
成
を
目
的
に
、
市
内
在

住
・
在
学
の
小
学
５
年
～
中
学
３

年
を
対
象
に
し
た
「
か
わ
さ
き
ジ

ュ
ニ
ア
ベ
ン
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル

２
０
２
２
」
の
参
加
者
を
６
月
26

日
（
日
）
ま
で
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
８
月
17
日
（
水
）
～
11
月
13
日

（
日
）
の
全
７
回
の
連
続
講
座
と
、

他
地
域
と
の
交
流
発
表
会
な
ど
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
申
し
込
み
、
詳
細
は
上
記
の
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
。

学 び

暮らし

社会や暮らしを良くするため
のアイデアを提案し、専門家
の助言を得ながら形にします

※写真は前年のもの

                     

　
７
月

日
（
日
）
午
後
２
時
〜

３
時

分
、
川
崎
区
の
大
師
公
園

で
、
子
ど
も
向
け
国
際
交
流
イ
ベ

ン
ト
「
川
崎
こ
ど
も
英
語
村
」
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
雨
天
中
止
。

　
主
催
は
、
全
国
の
公
園
で
の
アゲームや音楽を通じて国際交流

ウ
ト
ド
ア
国
際
交
流
や
英
会
話
イ

ベ
ン
ト
を
軸
に
、
子
ど
も
た
ち
が

英
語
を
身
近
に
感
じ
、
外
国
人
と

話
す
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
「
Ｋ
Ｉ
Ｖ
こ
ど
も
国
際

村
」。
当
日
は
青
空
の
下
、
子
ど

も
と
外
国
人
た
ち
が
集
ま
り
、
英

語
を
使
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
ゲ
ー
ム

や
音
楽
を
通
じ
て
交
流
し
ま
す
。

　
子
ど
も
の
対
象
年
齢
の
目
安

は
３
歳
以
上
で
参
加
費
は
１
人

２
０
０
０
円
。
予
約
制
で
先
着


人
。
申
し
込
み
は
同
団
体
の
Ｈ
Ｐ

な
ど
か
ら
。

　 

０
９
０
（
１
９
９
６
）
４
０
０
１

Ｋ
Ｉ
Ｖ
こ
ど
も
国
際
村

代
表
理
事
・
有
賀
春
暢
さ
ん

Tel

イベント
７
月
17
日（
日
）川
崎
区
大
師
公
園
で

             

子
ど
も
向
け
国
際
交
流
イ
ベ
ン
ト

                     

　
姿
勢
教
育
の
孝
心
会
は
、
東
田

公
園
（
川
崎
区
東
田
町
３
の
25
）

で
美
化
・
緑
化
活
動
を
す
る
「
ま

ち
び
ら
き
隊
」
の
参
加
者
と
隊
長

候
補
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
が
緑
豊
か
な
き
れ

い
な
ま
ち
に
し
て
い
く
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
活
動
は
毎
週
日

東
田
公
園「
ま
ち
び
ら
き
隊
」メ
ン
バ
ー
募
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
姿
勢
教
育
の
孝
心
会

曜
の
午
前
10

時
15
分
か
ら

35

分

ま

で

で
、
ご
み
拾

い
、
ク
ロ
ー

バ
ー
の
種
ま

き
、
手
描
き

ポ
ス
タ
ー
作

り
な
ど
。
現

イベント

　 

０
４
４(

２
７
１)

７
６
５
７

姿
勢
教
育
の
孝
心
会 

ま
ち
び
ら
き
隊

Tel

まちびらき隊メンバー

在
、
中
学
生
か
ら
大
学
生
約
15
人

の
隊
長
が
企
画
、
進
行
を
し
、
２

歳
か
ら
大
学
生
ま
で
が
楽
し
く
活

動
を
し
て
い
ま
す
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や

環
境
問
題
、
ま
ち
の
活
性
化
に
向

け
て
自
主
的
に
活
動
で
き
る
環
境

を
作
り
、
多
く
の
団
体
と
交
流
で

き
る
場
所
を
創
出
し
て
い
ま
す
。

　
隊
長
の
一
人
、
大
学
生
の
関
根

悠
さ
ん（
20
）は
「
自
分
が
参
加
し

た
い
、
と
い
う
気
持
ち
を
大
切
に

し
て
、
楽
し
み
な
が
ら
活
動
し
て

ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。
誰

で
も
楽
し
く
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
。「
ま
ち
び
ら
き
隊
」で
検
索
を
。
　

                     

                     



                     

                     

                     

「
司
法
書
士
小
山
事
務
所
」

司
法
書
士
・
小
山
明
子

川
崎
区
宮
前
町
８
の


☎
０
４
４
（
２
１
１
）
２
８
１
１

　
Ａ
　
日
本
の
国
籍
を
取
得
す
る
た
め
に
は
、

自
分
の
住
所
を
管
轄
す
る
法
務
局
に
そ
の
届
け

出
を
し
ま
す
。
準

備
を
始
め
て
か
ら

帰
化
の
審
査
が
終

結
す
る
ま
で
に
２

年
近
く
か
か
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　
自
分
だ
け
申
し
立
て
る
こ
と
も
で
き
ま
す

が
、家
族
全
員
が
申
し
立
て
た
い
の
で
あ
れ
ば
、

一
緒
に
や
っ
た
方
が
必
要
な
戸
籍
謄
本
な
ど
を

そ
の
都
度
取
り
直
さ
な
い
で
済
み
ま
す
。

　
帰
化
申
請
を
す
る
た
め
に
は
要
件
が
あ
り
ま

す
が
、
そ
の
人
ご
と
に
必
要
な
書
類
は
異
な
る

の
で
、
法
務
局
で
事
前
に
相
談
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
必
要
な
書
類
に
つ
い
て
も
、
海
外
か

ら
取
り
寄
せ
る
書
類
や
日
本
の
役
所
で
取
得
す

る
書
類
な
ど
、
人
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　
も
し
「
帰
化
申
請
を
し
た
い
」
と
い
う
意
思

が
あ
れ
ば
、
直
接
法
務
局
に
相
談
し
て
、
ご
自

身
で
申
請
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
し
、
書
類
収

集
や
書
類
作
成
に
自
信
が
な
い
よ
う
で
あ
れ

ば
、司
法
書
士
に
相
談
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
Ｑ
　
私
の
家
族
は
全
員
日
本
国
籍
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
私
も
夫
も

代
前
半
か
ら
日

本
で
暮
ら
し
、
子
ど
も
た
ち
は
日
本
で
生
ま

れ
ま
し
た
。
最
近
友
人
が
日
本
国
籍
を
取
得

し
、
急
に
帰
化
申
請
の
こ
と
が
気
に
な
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
日
本
か

ら
出
た
こ
と
も
な
く
、
急
に
私
が
死
ん
だ
り

し
た
ら
困
る
の
で
は
、
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ど
こ
に
相
談
す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

小
山
明
子
司
法
書
士

                     

　
Ａ
　「
お
盆
」
に
は
先
祖
の
霊
が
家
に
帰
っ

て
く
る
と
さ
れ
、
各
家
庭
で
ご
先
祖
さ
ま
を
迎

え
る
準
備
を
し
ま
す
。
一
般
に
は
７
月

日
～


日
、
旧
盆
は
８
月

日
～

日
の
４
日
間
で

行
い
ま
す
が
、
日
に
送
る
地
域
も
あ
り
ま
す
。

東
京
な
ど
は
７
月
盆
で
、
関
西
や
ほ
か
の
地
域

で
は
旧
盆
で
行
わ
れ
ま
す
。


日
、
ま
た
は

日
に
送
り
火
を
た
い
て
盆
送

り
を
し
ま
す
。

　
ご
先
祖
さ
ま
を
迎
え
る
た
め
、

日
朝
に
盆

棚
（
精
霊
棚
）
を
作
り
、
お
位い

牌は
い

を
中
心
に
仏

具
・
素そ

う

麺め
ん

・
胡き

ゅ
う
り瓜

・
茄な

子す

な
ど
を
供
え
ま
す
。

　
家
に
不
幸
が
あ
っ
て
か
ら
最
初
に
迎
え
る
お

盆
を
「
新
盆
」
と
い
い
ま
す
。
基
本
的
に
は
い

つ
も
の
お
盆
と
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、
初
め
て
家

に
戻
っ
て
く
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
丁
寧
に
お

迎
え
し
た
い
も
の
で
す
ね
。
仏
壇
の
そ
ば
や
軒

先
に
は
新
盆
を
表
す
白
い
提

ち
ょ
う

灯ち
ん

を
飾
り
ま
す
。

た
だ
し
、
故
人
の
四
十
九
日
の
前
に
お
盆
を
迎

え
た
場
合
、
翌
年
が
新
盆
に
な
る
の
で
注
意
が

必
要
で
す
。

　
Ｑ
　
今
年
の
春
に
義
父
が
他
界
し
ま
し

た
。「
新に

い

盆ぼ
ん

」
に
は
何
か
特
別
な
用
意
が
必

要
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　

日
の
夕
方
に

菩ぼ

提だ
い

寺じ

と
お
墓
に

お
参
り
し
、
日
が

暮
れ
て
か
ら
迎
え

火
を
た
き
、
ご
先

祖
さ
ま
の
霊
を
迎

え
ま
す
。
そ
し
て

水
田
明
彦
１
級
葬
祭

デ
ィ
レ
ク
タ
ー

「
家
族
葬
の
セ
レ
モ
ニ
ー
ハ
ウ
ス
」

厚
生
労
働
省
認
定

１
級
葬
祭
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
・
水
田
明
彦

川
崎
区
田
島
町

の
９

☎
０
４
４
（
３
６
６
）
０
５
２
５

                     

介
護
の
こ
と
で
お
悩
み
の
方
は
…

【
社
会
福
祉
法
人 

馬
島
福
祉
会
】

川
崎
区
日
ノ
出
２
の
７
の
１

介
護
老
人
福
祉
施
設
「
大
師
の
里
」
内

☎
０
４
４
（
２
８
０
）
０
７
１
７

　
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
　「
奏

か
な
で

」（
幸
区

小
向
仲
野
町
１
の
24
）
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
宮

田
和
樹
で
す
。

　「
奏
」
は
要
介
護
認
定
１
〜
５
の
方
に
ご
利

用
い
た
だ
け
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
、
ヘ
ル
パ
ー
サ
ー
ビ
ス
を
１
カ
所
で
ま
と

め
て
受
け
ら
れ
る

施
設
で
す
。
利
用

者
さ
ん
に
と
っ
て

顔
な
じ
み
の
職
員

が
通
い
・
泊
ま
り
・

訪
問
の
支
援
を
し

て
い
ま
す
。

　
利
用
者
さ
ん
に
は
専
任
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

が
付
き
ま
す
。
登
録
は
29
人
ま
で
で
、
３
６
５

日
利
用
可
能
。
１
日
18
人
ま
で
通
い
の
利
用
が

で
き
ま
す
（
宿
泊
５
人
を
含
む
）。
送
迎
時
間

は
午
前
７
時
15
分
か
ら
午
後
７
時
45
分
ま
で
。

訪
問
は
24
時
間
対
応
し
て
い
ま
す
。「
お
風
呂

だ
け
入
り
た
い
」「
訪
問
を
多
く
し
て
ほ
し
い
」

「
夕
食
ま
で
お
願
い
し
た
い
」「
急
用
が
で
き
て

宿
泊
を
お
願
い
し
た
い
」
と
い
っ
た
多
機
能
性

を
生
か
し
た
支
援
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
は
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
イ
ベ
ン
ト
や
行

事
は
自
粛
し
て
い
ま
す
が
、
収
束
後
は
積
極
的

に
行
っ
て
い
き
ま
す
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
ご
用

意
、
見
学
も
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

奏のスタッフ（左が宮田さん）

                     

７月10日（日）〜8月31日（水）
午前９時〜午後５時
市内４カ所の公園プール開設
人数定めた入場制限なし

　

川
崎
市
は
４
カ
所
あ
る
公
園
プ

ー
ル
を
７
月
10
日
（
日
）
か
ら
８

月
31
日
（
水
）
ま
で
開
設
し
ま
す
。

本
年
度
は
人
数
を
定
め
た
入
場
制

限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
大
師
は
50
㍍
プ
ー
ル
、
小
倉
西

児
童
は
ス
ラ
イ
ダ
ー
、
平
間
児
童

は
３
つ
の
円
形
プ
ー
ル
、
稲
田
児

童
は
噴
水
が
あ
る
な
ど
、
そ
れ
ぞ

れ
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
幼
児
用
プ

ー
ル
の
付
添
人
（
18
歳
以
上
）
は

１
人
に
つ
き
幼
児
２
人
ま
で
。

大師プール

　
各
プ
ー
ル
に
は
日
よ
け
の
場

所
が
あ
り
ま
す
（
テ
ン
ト
の
持

ち
込
み
禁
止
）。
利
用
時
間
は

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
最
終

入
場
時
間
午
後
３
時
30
分
）。

使
用
料
は
15
歳
以
上
３
０
０

円
、
３
歳
か
ら
中
学
生
１
０
０

円
。
２
歳
以
下
無
料
。

レジャー

プール名
（所在地）

大師プール
（川崎区大師公園１）

平間児童プール
（中原区上平間1298）

稲田児童プール
（多摩区菅稲田堤２の９の１）

プールの種類

●大プール
　（大人用と児童用）
●幼児用

●児童用
●幼児用（２つ）

●児童と幼児用

アクセス

JR川崎駅東口から市営バス
「観音２丁目川崎大師口」か、
臨港バス「観音２丁目」下車

JR南武線平間駅徒歩12分か、
JR川崎駅西口から市営バス
「上平間住宅前」下車

JR南武線稲田堤駅徒歩10分

プール開催中の
連絡先

☎０４４
（２７１）３９８０

小倉西児童プール
（幸区小倉５の17の59）

●児童と幼児用
　（スライダー付き）

JR川崎駅西口から臨港バス
「ロクゴー前」下車

☎０４４
（５９９）７７８４

☎０４４
（５２２）９０４７

☎０４４
（９４６）１２２０

                     



                     

                     

                     

　「だし巻玉子焼き」は、濃厚な味わいのこだわり卵にオリジナ
ルのあご入りだしを加え、1 つ 1 つ店内の鉄板で丁寧に焼き上げ
ています。鹿児島県産の鶏肉を使用した焼き鳥とも相性抜群。川
崎ルフロン店は JR 川崎駅から近く、オフィスワーカーなどが多
く訪れるため、特に総菜に力を入れているとか。売り場からガラ
ス越しに総菜を作っているところが見え、ライブ感が楽しめます。

　４月に開催された日本唐揚協会主催「第13 回からあげグラ
ンプリ®」東日本スーパー総菜部門で最高金賞を受賞。東北産
むね肉に、鹿児島県産鶏だしや北海道産おろし玉ネギ、淡路島
の藻塩で味付けし、最後に塩麹を加えることで、ジューシーに
仕上げています。薄衣で肉汁を閉じ込め、味わい深いうま味と
コク、ほのかなやさしい甘みがあります。

　肉質の良さを追求し、きめの細かさと上質な味わい
の、柔らかくジューシーなロースかつを店内で調理して
います。川崎小倉店で使用しているお米は甘みとうま味
にこだわった新潟県産米。店内で炊き上げています。容
器の種類を少なくすることと、原料を大量に仕入れ、包
装資材などを削減したことで低価格を実現しています。

ライフ 川崎ルフロン店
【 住 所 】 川崎区日進町１の１１
　　　　  川崎ルフロン1Ｆ
【電話番号】 044（245）4600
【営業時間】 午前９時～午前０時

いなげや 川崎京町店
【 住 所 】 川崎区京町２の22の１
【電話番号】 ０４４（３５５）１２６１
【営業時間】 午前９時30分～
　　　　　午後９時30分

う
ま
味
あ
ふ
れ
る

ジ
ュ
ー
シ
ー
な

む
ね
肉
の
唐
揚
げ
！

カ
ツ
オ
の
う
ま
味
が
利
い
た
　

ま
ろ
や
か
な
甘
み
の
あ
る

タ
レ
で
仕
上
げ
た
か
つ
重
！

副店長の小柳貴義さん

ロースかつ重

だし巻玉子焼き弁当

東北産 むね肉の鶏だし塩唐揚

オーケー 川崎小倉店
【 住 所 】 幸区小倉５の19の23
【電話番号】 ０４４（２２３）６１７０
【営業時間】 午前８時30分～
　　　　　午後９時30分

総菜サブチーフの
塚原美希子さん

【非会員】 322円  【会員】 314円  ※200円で会員カードが発行できます（年会費無料）
オーケー全店で販売中 （川崎市内に８店）

とんかつは三元豚を使用しています！

テレビでも紹介された
今、大注目のライフの新名物弁当！

753円　首都圏のライフで販売中（川崎市内に15店）

１００グラム２０３円
いなげや全店で販売中
（川崎市内に10店）

ま
だ
食
べ
て
い
な
い
方
は

一
度
ご
賞
味
く
だ
さ
い
！

商品戦略統括部惣菜・
ベーカリー部マーチャン
ダイザーの渡辺武司さん

最
高
金
賞
の
お
い
し
さ
を

ぜ
ひ
ご
賞
味
く
だ
さ
い
！

スーパーのイチオシお総菜わが店の
自慢！

　「今日はどれにしようかな」と
迷うほど充実しているスーパー
マーケットのお総菜。たくさん
並ぶ中、「お店のイチオシはど
れ？」と気になるところ。市内
に店舗を構える３店にイチオシ
を聞いてみました。



                     

                     

                     

                                          

                     



                     

                     

                                          

                     



                     

                     

                                          


